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食堂・満席

2024典礼・掃除当番の地区表

太字はミサです 3月 4月

１週 ミサ 白鳥 楽山

2週 集会 楽山 蘭岳

3週 ミサ 蘭岳 太平洋

4週 集会 太平洋 白鳥

5週 ミサ 白鳥

集会 白鳥 楽山

２月、知利別川のカモ
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教会っていいところだなと思うのは、何といっても
多様な人たちに出会えるところです。特に、各国の
人たちとすぐに友達になれるのは、まさに教会なら
ではでしょう。つい先週も入門講座で一緒ごはんを
しているときに、たまたまオーストラリアから観光
に来たファミリーが現れて、一緒に食べてくれまし
た。個人的には最近、近隣の国々の若者たちと出会
うことが多く、様々な気づきを頂いています。神父
役得で申し訳ないので、せめてこの年末年始に増え
た友人たちだけでも、ご紹介を。 

　昨年のクリスマスイブ、夕方からぽつんと聖堂に
座っている青年に声を掛けたところ、数年前から日
本に働きに来ているミャンマー人だというので、ぜ
ひ友達になりましょうと、ミサ後の食事会にお招き
しました。名前は、ハン君。ミャンマー西部の出身
で、自分の出身教会の庭に信者の子どもたちが100
人以上並んでいる写真を、うれしそうに見せてくれ

ました。イブの食事会はミュージシャンの集まりで
したので、いつしか司祭館はライブ会場となり、ハ
ン君もすっかりみんなの歌声に感動している様子で
した。「日本に来て、一人ぼっちじゃないクリスマ
スは初めてです」と言った時の、はにかんだ笑顔が
忘れられません。 
　ところが、年が明けてすぐ、そのハン君からメー
ルが届き、「自分たちの教会をミャンマー軍が空爆
して、子どもたちが大勢亡くなった」というので
す。教会の庭にずらりと並べられた子どもたちの遺
体の衝撃的な写真も添えられていて、言葉を失いま
した。ハン君も相当ショックを受けていて、「どう
かファーザー、祈ってください」と頼まれ、翌日の
ミサで追悼したのですが、友達が増えるということ
は、共有する悲しみも増えることになるのだと痛感
させられた出会いでした。 
  　中国の河北省出身の留学生ラファエル君は、熱心
なカトリック信者です。昨年、祈るために浅草教会
を訪ねて来たので、ちょうどその夜のキャンプ仲間
の食事会に招いて友達になったのでした。そのラ
ファエル君が、クリスマスに同郷の友人テイ君を紹
介してくれたので、元旦恒例のキャンプ仲間の新年
会に、二人で来てもらいました。 
　みんなでピザを囲んで愉快な食事会になったので
すが、その席上、テイ君が「日本で洗礼を受けた
い」と打ち明けてくれたのです。彼は中国で、政府
非公認のいわゆる「地下教会」と出会って本物のキ
リストと出会ったそうで、ラファエル君と同じよう
に「自由を求めて」日本に来ました、と。憲法で信
教の自由が保障されている国でのんびり暮らしてい

教会っていいところだなー 
カトリック浅草教会　主任司祭　晴佐久昌英神父

3月24日㈰

受難の主日(枝の主日)	

午前9時30分	

3月28日㈭

聖木曜日（主の晩餐）	
ミサ　午後7時	

3月29日㈮

聖金曜日（主の受難）	
典礼　午後7時	

3月30日㈯

聖土曜日(復活徹夜斎)	
ミサ　午後7時	

茶話会（ミサ後）	

3月31日㈰

復活の主日	

ミサ　午前9時30分	

パーティー（ミサ後）	

4月21日㈰


2024年度教会総会	

午前9時30分 ミサ後

曜 午　　　前 午　　　後
1 月
2 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
3 水
4 木 　　
5 金 キリスト教講座①18:30
6 土 掃除：楽山
7 日 ミサ 9:30　（典礼：楽山）運営委員会 会計監査
8 月
9 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
10 水
11 木
12 金 キリスト教講座①18:30
13 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後　掃除：楽山
14 日 集会祭儀 9:30 （典礼：蘭岳）例会日
15 月
16 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
17 水 こっとん倶楽部　10:00　
18 木
19 金 キリスト教講座①18:30
20 土 掃除：楽山
21 日  ミサ9:30　(典礼：太平洋)　2024年度教会総会
22 月
23 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00
24 水 こっとん倶楽部　10:00
25 木
26 金 キリスト教講座①18:30
27 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後
28 日 集会祭儀 9:30（典礼：白鳥）ミニ大掃除の日
29 月
30 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00

2024年４月　教会行事予定表

3月17日㈰


ミサ


四旬節黙想会

指導司祭	

松村神父様	
札幌教区事務局長	
（札幌北1条教会）	

ミサ後と午後から講話
があります。	
昼食は各自ご用意くだ
さい。



2023年度第11回運営委員会 議事録　2024年3月3日㈰10:00～11:40 

　議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。 
３．報　告：	

3.1，3月.4月の予定	

  3月 3日(日)四旬節第三主日　　ミサ(白鳥地区典礼当番) ミサ後　運営委員会	

　3月10日(日)四旬節第四主日　　集会祭儀(楽山地区典礼当番)  壮年部・女性部　例会	

　3月17日(日)四旬節第五主日　　ミサ(蘭岳地区典礼当番) 四旬節黙想会 	

　3月24日(日)受難の主日(枝の主日)　集会祭儀(太平洋地区典礼当番)  枝の行列実施	

  3月28日(木)聖木曜日(主の晩餐) ミサ　19:00	

  3月29日(金)聖金曜日(主の受難)  典礼 19:00	

  3月30日(土)聖土曜日　　　　　　ミサ　19:00   ミサ後　茶話会	

  3月31日(日)復活の主日　　　　ミサ(白鳥地区典礼当番)　9:30　ミサ後　パーティ	

　4月　7日(日)復活節第二主日　　ミサ(楽山地区典礼当番)	

  4月14日(日)復活節第三主日　　 集会祭儀(蘭岳地区典礼当番)   壮年部・女性部　例会 	

　4月21日(日)復活節第四主日　　 ミサ(太平洋地区典礼当番)　教会総会	

　4月28日(日)復活節第五主日     集会祭儀(白鳥地区典礼当番)	

※毎週の行事（変更の場合あり）	

・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室）	

・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部　	

・金曜日午後6時30分～　キリスト教講座①	

・第二、第四土曜日午前１０時～ミサ　ミサ後、キリスト教講座② 	

　3.2　財務報告　　　現時点では特に問題ありません 	

４．議　事：�

4.1　四旬節の黙想会について	

　　　講師：札幌教区事務局長の松村神父様に依頼。	

      日時：３月１7日(日)  ミサ後・午後から　各自昼食用意〈お知らせに掲載〉　	

　　　お礼と交通費等用意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	

4.2　3月、4 月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について　　（４ページの表をご覧ください）　	

4.3　 枝の主日(3/24)について　　例年通り行列を実施する。	

4,4　 その他	

　　・3/20  千葉   充  助祭・司祭叙階式有。お祈り下　　お祝金ライヤ神父様持参。	

　　・司祭の移動は、4月から新天地で実務開始	

　　・教会内外の清掃について(ホール、廊下等のワックス塗布)	

         4月になってから、状況を判断して詳細を決定。	

　　・書き損じハガキ　海星学院高等学校に依頼	

　　・2024年　聖週間の典礼奉仕者表作成	

5．ミサ・集会祭儀の予定	

3/3 ライヤ師　3/10  集会　3/17   松村師　3/24   集会　3/31   ライヤ師　 

4/7  ライヤ師　4/14  集会　4/21  ライヤ師　4/28    集会　  

るクリスチャンとしては、身の引き締まる思いにさ
せられたものです。 
  
　新年早々のミサにやって来たリュウ君は、ハワイ
から来たアメリカ人。母親は日本人で、数年前から
日本で働いています。プロテスタント信者ですが、
カトリック教会に共感していて、すぐ近くに住んで
いることもあって、訪ねてきました。そこで、同じ
世代の友達を紹介しようと思い、ベトナム技能実習
生とインドネシア人と日本人の新年会にお招きしま
した。ちょうど、以前その会を熱心に世話してくれ
ていたロック君がベトナムから戻って来たので紹介
し、インドネシア人とは共通の趣味であるゲームの
話題で盛り上がって、リュウ君にとって本当に楽し
い食事会になったようです。確かに、アメリカ人、
ベトナム人、インドネシア人、日本人が仲良く食卓
を囲んでワインを継ぎ合う様子はこれぞカトリック
という光景でした。翌週、リュウ君は入門講座に現
れると、「カトリック教会に転会したい」と申し出
たのでした。 
　「Dの会」というのは、血縁を超えて助け合うコ
ミュニティを「一緒ごはん」を重ねることでつくる
という実験グループです。先日、Dの会の新年会の日
に、たまたま一人の韓国人旅行者が訪ねてきまし
た。24歳で、聞けば一年前に洗礼を受けたばかりと
のこと。なぜ浅草教会に来たのか尋ねると、こう答
えてくれました。 
「数年前、10歳下の弟がガンになったため、自分は
大学を休学して看病し、教会に通って祈り続けた。

すると、神さまの恵みを頂いて弟の病気が治り、今
はとても元気でいる。そこで、感謝して洗礼を受
け、大学にも復学し、念願かなって初めての日本旅
行に来ることができた。今、浅草のホテルに泊まっ
ているので、日本の教会で感謝の祈りを捧げに来
た」と、そう言うのです。感動しちゃいました。 
　当然のようにDの会にお招きし、彼が大好きだと
いう日本酒を飲み交わしました。名前はミンジュン
君なので、「ミンミン」って呼ぶことにするねとい
うと、とっても喜んでくれました。別れ際に、ミン
ミンは手首からブレスレットのロザリオをはずす
と、私の手首にはめて言いました。「ファーザーに
会えて本当に嬉しかった。一年後に必ずまた来るの
で、それまで僕を忘れず、これを預かってくださ
い」。韓流ドラマみたいで照れ臭かったですけど、
つくづくと思わされたのです。 
「教会って、ほんとにいいところだなー」 
 （2024年2月1日号）

去年5月に感染症法上の位置づけが5類に変更され

て以降、国は患者や医療機関への公費での支援を

縮小してきました。


現在も、新型コロナワクチンの無料接種や、高額

なコロナ治療薬への一部公費負担、入院医療費の

補助、医療機関への支援などは続けていますが、

これらの支援は今年度末（2023年度末）までが期

限となっています。


このうち、新型コロナのワクチン接種は、新年度

から65歳以上の高齢者などに最大7000円程度の自

己負担を求める方針です。


新型コロナウイルスは、次々変異を繰り返しなが

ら流行を続けてきていますが、現在は、オミクロ

ン株の1種の「JN.1」という変異ウイルスが世界的

に増加しつつあり、WHO＝世界保健機関が監視し

ています。


さらに、新型コロナに感染したあとに倦怠感など

が続く「後遺症」の相談も各地の医療機関に相次

いでいます。


新型コロナが今後、季節性インフルエンザなど他

の感染症と同様の扱いに移行される中で、今後も

感染対策と合わせて、後遺症への対策をどう進め

ていくかが課題になっています。


